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作成日：2026 年 3 月 11 日 

 

＜Be with all＞日本 KFC × スペシャルオリンピックス日本 
❝KFC おいしナブルキッチン❞ ～「オリジナルチキン」をつくってみよう！～

実施報告   

日本 KFC様とイベントに参加した SOアスリートたち、やまだひさしさん（SON広報プロジェクトアンバサダー） 

 

2026 年 2 月 11 日（水・祝）、公益財団法人スペシャルオリンピックス日本（SON）と日本ケンタッキー・フラ

イド・チキン株式会社（社長：遠藤 久、本社：神奈川県横浜市、以下：日本 KFC）は「＜Be with all＞

日本 KFC × スペシャルオリンピックス日本 ❝KFC おいしナブルキッチン❞ ～「オリジナルチキン」をつくってみよう！

～」を実施しました。 

SON では 2026 年スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナルゲーム・東京の開催に向け、大会を盛り上げるた

めに「スペシャルオリンピックス（SO）“ジャーニーMap”」の企画を実施しております。本イベントは、SO“ジャーニー

Map”取り組みの１つとして、また、SON パートナー企業との取り組みの「第 2 弾」として開催しました。 

本イベントは、「手づくり調理の楽しさや、みんなで食べる食事のおいしさを感じるきっかけにすること」また、「KFC の

歴史やサステナビリティへの取り組みを通じて、食の「安全・安心」ついて学ぶこと」を目的に開催しました。 

当日は日本 KFC 本社で開催され、18 名の SO アスリートと、17 名の同伴者（ファミリー等）、そして SON ラ

ジオ番組『5 分では伝えきれないスペシャルオリンピックスの世界』の取材として、やまだひさしさん（SON 広報プロ

ジェクトアンバサダー）の計 36 名が参加しました。 

 



  

 

－2－ 

日本 KFC 様には、1994 年より SO 活動へ趣旨賛同いただき、SO アスリートたちを応援いただいてきました。過

去これまで数多くの社員の皆さまに「SON ナショナルゲーム（全国大会）」のボランティアへご参加いただくなど、ご

支援、ご協力をいただいています。 

今回日本 KFC 様に、「SO アスリートが社会を知り、社会が SO アスリートを知る」機会として、本イベントを実施

いただき、スポーツの現場を超えて、日本 KFC 様の“本社”で SO アスリートと食を通じた交流の機会を持つことが

でき、SO アスリートが日本 KFC 様と共に、“地球にとって、おいしい未来”を共に考える、大変貴重な機会となりま

した。 

SON では、知的障害のある人もない人も関係なく、多様な人々が活きる「インクルージョン社会」の実現に向け、

今後もさまざまな機会を創出してまいります。 

 

概要 

■連 携 先 ：日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社 

■ 日 時 ：2026 年 2 月 11 日（水・祝）10：30～12：30 

■ 場 所 ：日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社 本社 

■開催目的：手づくり調理の楽しさや、みんなで食べる食事のおいしさを感じるきっかけにする。 

日本 KFC 様の取り組みを通じて、食の「安全・安心」について学ぶ。 

■実施内容：・KFC 講座（座学） 

 ― KFC の歴史や、サステナブルな取り組みを学ぶ。 

・手洗い指導 

・「オリジナルチキン」の調理体験 

          ― チキンの粉付けを体験する。 

          ― チキンを揚げる様子を見学する。 等 

・自分でつくった「オリジナルチキン」の試食 

■参加者数： 計 36 名 

・SO アスリート：18 名、同伴者（ファミリー等）：17 名 

  ー参加地区：千葉、東京、神奈川 

  ーSON アスリートアンバサダー：伊藤 うららさん、稻山 芙雨珂さん 

・SON 広報プロジェクトアンバサダー：やまだ ひさしさん 

■ ご 協 力 ：日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社様 

■ 募 集 ペ ー ジ ： https://www.son.or.jp/stories/news/20260211-sojourney-with-kfc/ 

  

https://www.son.or.jp/stories/news/20260211-sojourney-with-kfc/
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イベント内容 
 

『KFC 講座～KFC の歴史やサステナビリティの取り組みを学ぶ～』 

まず始めに、KFC 様の歴史や、サステナビリティの取り組みを学ぶ「KFC 講座」を実施いただきました。日本 KFC

様の企業理念や KFC 創業者であるカーネル・サンダース氏のお話、日本 KFC 様店舗の歴史、“もったいない・あ

りがとう”を合言葉に実施されているサステナビリティの取り組み 「こども食堂」や「フードドライブ」についてなど、楽し

みながら、多くのことを学ばせていただきました。 

 

 

『手洗い指導』 

調理の前に大切な「手洗い」について、ウイルスをつけないため、また食中毒予防として、手洗いの重要性を教えて

いただきました。その後、SO アスリートたちは、手洗いの手順を確認しながら、調理体験前にしっかりと「手洗い」を

行いました。 
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『「オリジナルチキン」の調理体験 ～チキンの粉付け体験を実施！～』 

「オリジナルチキン」を作るには“たくさんの工程”があるということを学び、その中から今回、「つなぎをつける」、「粉をま

ぶす」、「プレスをする」など 6 工程を実際に体験しました。 

最初に生のチキンを見せていただきながらチキンの部位のご説明をいただき、その後、体験する調理工程について、

お手本を交え教えていただき、SO アスリートたちは、ワクワク・ドキドキの様子で、目を輝かせながら話に聞き入って

いました。そして、4 チームに分かれてチキンの粉付け体験を行いました。 

▲真剣に先生（日本 KFC 様）のお話を聞く SO アスリートたち 

▲先生に教えていただきながら、チキンをつなぎにつけて粉の上に広げ、底からすくいあげるように一生懸命粉付けを行いました 

▲「おいしくな～れ」の合言葉とともに最後にしっかりプレスを行う様子            ▲やまださんも粉に触れ感じたことをリポート 
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粉付け体験の後は、「チキンを揚げる」工程へ。SO アスリートたちも試作室に入って、実際にあげている様子を見

学しました。チキンが揚げ終わり取り出す際は、SO アスリートから歓声があがりました。 

またチキンを揚げている合間には、「KFC 様の〇✕クイズ」を実施いただき、楽しい時間を過ごしました。 

 

 

『自分でつくった「オリジナルチキン」の試食』 

自分で調理を行った「オリジナルチキン」を試食しました。アスリートからは、「自分で作ったので、よりおいしく感じ

る！」という声があがりました。 
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質問タイム 
■試食中には、アスリートから日本 KFC 様へ、聞いてみたいことを質問させていただきました。 

「オリジナルチキンの“サイ”（腰の部位）の上手な食べ方を教えてください。」－SO アスリート① 

⇒先生が身振り手振り、上手に食べるポイントを教えていただきました。 

 

■「先生が好きなオリジナルチキンの部位はどこですか？」－SO アスリート② 

⇒私は“ウイング”（羽の部位）が好きです！ウイングはしっかりした肉質でコラーゲンもたっぷりですよ！－日本 KFC 様 

 

 

『認定証・メダルの贈呈』 

日本 KFC 様より、“KFC おいしナブルキッチン”の認定証と、バーレル型のメダルを贈呈いただきました。 

 

 

第５期アスリートアンバサダーから、イベントの感想＆お礼メッセージ 
「今日はオリジナルチキンの作り方を教えてくださってありがとうございました。最初はうまくできるか心配でしたが、食べてみ

たらすごくおいしくて、幸せな気持ちになりました。自分ではあまり料理はしないので、難しいかなと思ったりしましたが、作っ

てみたらおいしくできるんだ！と、ワクワクした気持ちになりました。またこのような機会があればケンタッキーに来て、もっとい

ろんなことを教えてもらえたら嬉しいです。今日は本当にありがとうございました！」（稻山 芙雨珂さん） 

▲アスリートアンバサダーからのメッセージ  ▲日本 KFC 様へ記念品のステッカーとポストカードをお渡ししました 
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参加者アンケート（抜粋） 
 

「KFC 講座」の中で、新たな発見や感じたことを具体的に教えてください。 

＜アスリート＞ 

・講座を受けて知らないことが沢山ありました。 

・こども食堂等へ食材提供している取り組みについて、食材が無駄にならず、必要とする方々に活かされていることにとて

も意義を感じました。 

・「SDGs」と「こども食堂」への取り組みがすごいと思いました。 

 

「調理体験」の中で、一番印象に残っていることや楽しかったことを具体的に教えてください。 

＜アスリート＞ 

・おいしかった。粉を“ブルドーザー”でする（ブルドーザーのようにして粉付けをする）のをしっかりできた。 

・粉をつけるのが楽しかったです。 

・フライヤーに投入する際の、音や匂いに感動しました。 

 

イベントに参加したアスリートの様子や反応などを教えてください。 

＜ファミリー＞ 

・生の肉を触るのも初めてでしたが、やってみたい気持ちが勝って、挑戦することができました。自分で、お店で売っている

ものと同じものが作れた！という経験は、調理への興味、自信につながったように思います。 

座学を通して、KFC を身近に感じた様子でした。 

・手作りであることや、お客様がおいしくて笑顔になること等を自宅でも家族に話していました。 

自身もお弁当作りの仕事をしているので、共通する“おいしい”と喜んでいただくことが嬉しいようです。 

・粉を付ける、落とす工程は、おっかなびっくりながらも楽しそうに行っていたようです。 

揚げの音と匂いについては興奮気味に話してくれました。 

 

日本 KFC 様へのメッセージ 

＜アスリート＞ 

・作り方を教えてくれて、ありがとうございます。ウイングをひねるのができた。 

〇✕クイズ、楽しかった。(本日参加してなかったプログラムの)コーチに話します。 

・楽しかったです。おいしかったです。ケンタッキーが好きです。 

・日本 KFC 様の進行が楽しく、あっという間の 2 時間でした。楽しい時間をありがとうございました。 

 

＜ファミリー＞ 

・支援学校を卒業して就労してしまうと調理体験の機会がないので、この様な貴重な体験をさせて頂いたことに心から

感謝いたします。 

・帰宅後も「自分で作ったチキンは特別においしかった」と嬉しそうに話しておりました。 

自分自身が普段、お弁当作りやカフェで働いているため、”おいしい”でお客様を笑顔にしたいという共通点をみつけられ

てお仕事への関心も高まったように感じております。このような素晴らしい機会を設けてくださったこと感謝申し上げます。 

・この度は貴重な体験をさせていただきまして、ありがとうございました。こども食堂やフードドライブ等の様々な取組みが素

晴らしいと感じました。大好きなケンタッキーのチキンがますます好きになりました。 

・食に対する興味だけでなく、一つひとつの工程を大切にする「ものづくり」の姿勢も学ばせていただいたと感じております。

温かくご指導いただいたスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。今後も応援させていただきます。 
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第５期アスリートアンバサダーが「日本 KFC 社員様」にインタビュー！！  

第 5 期アスリートアンバサダーの伊藤うららさんが、イベント終了後に、今回ご協力いただきました日本 KFC 倉沢様に取

材をさせていただき、今回のイベントへの思いなど、インタビューさせていただきました！ 

 

①つい先日 KFC のお店へ 13 時過ぎに行きました。雪が降って寒い日でしたがたくさんのお客さんがいるなと思いま

した。どうしてそんな人気なんですか？ 

 

（倉沢様） 

KFC では、定期的に期間限定商品を販売し、多くのお客様に新たなおいしさをお届けしています。伊藤様にご来店

いただいたタイミングは、「チーズにおぼれるフィレバーガー」の発売直後でした。本商品は、KFC 史上最重量・再濃厚

にチーズを使用した、インパクトのある商品です。発売直後ということもあり、話題性の高い新商品をお求めになるお

客様に多数ご来店いただいたものと考えております。 

 

②どのような思いで、長い間、スペシャルオリンピックスや、SO アスリートたちを応援してくださっていますか？また、ど

んな思いで、今回のイベントを実施くださいましたか？ 

 

（倉沢様） 

 日本 KFC は、パートナーシップを通じてスペシャルオリンピックスおよび SO アス

リートの皆様を長年応援してまいりました。私たちは、 単なる協賛にとどまら

ず、アスリートの皆様が主体となって参加・体験できる機会を創出することを

大切にしています。一人一人が持つ可能性を発揮し、挑戦する喜びや達成

感を実感できる場を広げていきたい、その思いが、継続的な支援の原動力と

なっています。 

今回のイベントにつきましても、本年開催される「SON 夏季ナショナルゲー

ム・東京」をともに盛り上げ、アスリートの皆様を応援したいと思いから実施い

たしました。 

 

③私も、アスリートたちを代表して、SO の広報活動を行っています。日本 KFC さんも、いろんな商品を広報されて

いると思いますが、広報される上で、どのようなことを大切にされていますか？ 

 

（倉沢様） 

広報活動に置いて、私たちが大切にしていることは大きく 2 点ございます。 

1 つ目は、KFC の企業理念である「おいしさ、しあわせ創造」を軸に据え、商

品そのものの魅力だけでなく、その背景にある企業の価値や想いまで丁寧に

お伝えすることです。 

2 つ目は、広告だけで完結させるのではなく、商品開発、デジタル施策、店

舗体験など、あらゆるお客様との接点において、一貫した“KFC らしさ”を体

現することです。すべてのコミュニケーションを通じて、ブランドの価値や方向性     

を感じていただけるよう取り組んでいます。  
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④今回のイベントを実施いただき、私たちアスリートへの印象などは変わりましたか？ 

 

（倉沢様） 

 今回のイベントを通じて、アスリートの皆様の印象はより一層強いも

のとなりました。講座や調理体験に真剣に向き合う姿勢からは、高

い集中力と挑戦する心を直に感じることが出来ました。 

一つひとつの取り組みに全力で向き合う姿は非常に印象的で、私

たちにとっても大きな刺激と学びの機会となりました。今後も、その挑

戦を応援し、ともに成長していける関係を築いていきたいと考えてお

ります。 

 

 

 

【番外編】日本 KFC 様からも、アスリートアンバサダー伊藤さんへご質問！ 

■「アスリートアンバサダーとして、これまでの活動の中で最も印象に残っていることはなんですか？」 

⇒SON ラジオ番組（『5 分では伝えきれないスペシャルオリンピックスの世界）』）に、アスリートアンバサダーのメンバー

と一緒に出演したことです。収録をラジオブースのようなところで行ったのが印象に残っています。－伊藤さん 

 

■「今後の目標や挑戦してみたいことを教えてください。」 

⇒今年の 6 月に、卓球で私は東京のナショナルゲーム出ます。前の関東地区大会では、メダルが取れなくて後悔してい

たので、メダルが取れるようにリベンジできたらいいなという思いがあります。－伊藤さん 

 

 

TOKYO FM ラジオ放送の告知！  
TOKYO FM『5 分では伝えきれないスペシャルオリンピックスの世界』（毎

週月～木 20：55～21：00）にて本イベントの模様をお届けします。

放送は 2026 年 3 月中を予定しています。ぜひお聴きください！ 

            放送日 

2026 年 3 月中を予定 

        視聴方法 

■FM ラジオで聴く場合  

ラジオ受信機でお聴きいただくことができる、無料の放送サービスです。お住まいの地域の周波数を選択し、より

クリアに放送をお楽しみください。（東京：80.0MHz）※詳細はこちら（TOKYO FM サイト） 

■その他視聴方法  

その他視聴方法などは、TOKYO FM サイトをご確認ください。 ※TOKYO FM サイトはこらら  

 

以上 

https://www.tfm.co.jp/listen/
https://www.tfm.co.jp/listen/

